
第 2回南区もっとネット会議 開催報告  

「想像力を働かせて理解を深め合うことで 

    互いに優しい豊かな住みやすい環境に」（参加者アンケートから） 

～外国人子育て家庭の理解と支援について～ 
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★年 4回発行しています。ご意見ご感想お待ちしています！ 

今年 2月「南区読書マップ」が作成・発行されました。南区内で、本を読

んだり、借りたりできる場所が 30か所も紹介されています。親と子のつどいの広場や

保育園、はぐはぐの樹も掲載されています。多くの施設で「読みきかせ・おはなし

会」が行われているのも嬉しい発見です。南区のホームページからも閲覧できるの

で、ぜひ活用してください。 

また、「読書の季節」というと秋がイメージされますが、春にも「子ども読書

の日(4月 23日)」「こどもの読書週間（4月 23日～5月 12日）」が定め

られていて、関連イベントなどが各所で開催されます。今年の子ども読書週間の標語

は「ことばがきみのはねになる」。楽しい読書体験を重ねて自由に羽ば

たいていけるといいですね。 

2月 26日、大岡地区センター大会議室にて、43団体 44名の参加で第 2回南区もっとネット会議を開催しました。

今回は「やさしい日本語」を切り口にグループワークを行うとともに、「南区役所とはぐはぐの樹の外国人子育て家庭支援

の取り組み」を紹介しました。 

昨年 10月に発表された令和 7年 6月末現在の国内在留外国人数は 395万 6619人ということで、半年間で

5.0％増となり過去最高を更新しました。南区においても令和 7年末現在 

で 14,554人の外国人が住んでいて、総人口 200,861人の 7.24％、 

おおよそ 14人に 1人は外国人住民ということになります。また、南区にお 

ける出生数は外国人家庭によってほぼ横ばいが保たれているといった現状 

もあります。 

そこで、令和 7年度のもっとネット会議は「外国人子育て家庭への支援」を年間テーマにして、地域全体で、それぞれの

支援場所で、なにができるのかを一緒に学び、考える機会を作ってきました。多くの参加者からいただいた感想からも「寄

り添う気持ち」「コミュニケーションを取って相手に合わせて工夫」の大切さを再認識し、その実践を支える具体的なハウツ

ーや知識を更新していくことの必要性を確認できました。 

裏面に報告記事がある「子育て支援者向け講座」では、もっとネット会議と連動させて「やさしい日本語」をテーマに取り

上げました。今後も、こうした機会を作ったり、この「南区の子育て支援関係者向け情報誌 にこで」で新たな知見をお伝 

えするなど、様々取り組んでいきたいと思います。 

ご参加いただいた皆様、ありがとうございました。 



支援場所のおもちゃの状態、チェックしていますか？ 
➢ 劣化して剥がれやすくなっていたり、容易に嚙み切れる状態になっていたりしていないか。 

➢ ネジが緩んでいたり、部品が外れやすくなっていたりしていないか。 特にマグネット玩具は要注意。 

➢ 一見しただけでは分かりにくいひび割れや、欠けている部分がないか。 

➢ 電池が入れっぱなしになって、液漏れを起こしていないか。 

誤飲予防のために、誤飲チェッカーを使用するのもおすすめです。誤飲チェッカーは 3歳の子どもが口を大きく開けた

ときとほぼ同じ大きさで作られていて、中に入るものは、子どもが誤飲する危険性があります。 

支援場所での、おもちゃによるケガ・事故を予防し、家庭でも注意できるよう、保護者にも伝えていきましょう！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開催報告！子育て支援関係者向け講座 

～相手思いの「やさしい日本語」でコミュニケーション～ 

1月 30日（金） 

大岡地区センター 

中会議室 

23名参加 

 

～～参加者感想より（一部抜粋）～～ 
◆ 今までは英語を使わなくてはと大きな壁を感じていましたが、無理をせずやさしい日本
語を使うと良いと知り、肩の荷が降りたように思います。大変勉強になりました。 

◆ 言葉で伝えられない時は絵などで理解出来ると聞き、なるほどなと思いました。 
◆ 漢字や漢語表現について、「初学者には難しいだろう」→「減らせばよい」という先入
観があったことに気づかされた。日本語で書かれたものや日本人とのコミュニケーショ
ンが、生の日本語の学習機会になることを改めて認識した。  

◆ 伝わりやすい、やさしい日本語を意識するのはもちろんですが、表情や声、ジェスチャ
ーなどの非言語コミュニケーションの重要性も再認識しました。 

◆ 曖昧な表現は良くないという事もわかったので、時間や依頼ごとなどは、はっきり話そ
うと思いました。 

横浜市国際交流協会から講師をお招き

し、子育て支援者さん、子育てサロンや親

と子のつどいの広場のスタッフさんなどの

参加を得て開催しました。 

最初に、ベトナム出身で日本での育児経

験がある方から、幼稚園の持ち物の準備で

困った事などの体験談を聞きました。次に

「やさしい日本語」の基礎知識を学び、そ

れを踏まえて４，５人のグループで実践ワ

ークを行いました。皆さん積極的に発言し

て充実したワークの時間になりました。 

←実践ワークで作ったチラシの一例 

「やさしい日本語」はどんな言葉？ 
「優しい」と「易しい」の２つの意味が込められている。 
相手に配慮したわかりやすい日本語のこと。 

話すときの工夫 
話しやすい環境づくり＝「非言語コミュニケーション 

（表情や態度）」は印象に残る。 
尊敬語・謙譲語は NG。 短く、はっきり話す。 
相手の日本語の理解力に合わせて言い方を少しずつ変えてみる。 

書くときの工夫 
漢字には「よみがな」をふる。 一文を短く、明確に。 
読む人にメリットが感じられる内容で。 
写真やイラストがあると分かりやすい。 

「話す」とき「書く」ときに 
共通すること 

曖昧な伝え方はしない。 
私たちの「あたりまえ」を 

「あたりまえ」にしない。 
「やさしい日本語」の言い方、書き方 

に正解はない。 

講義内容の概要（横浜市国際交流協会『外国人のみなさんと 

「やさしい日本語」でコミュニケーション』より） 

横浜市国際交

流協会「やさし

い日本語」のホ

ームページ 


